1 この 人 を 見よ 

わたし は 彼是 十 年ば かリ 前に 芸術的に クリスト 教を 

II 殊に カトリック 教を 愛して ゐた。 長 崎の 「日本の 

聖母の 寺」 は 未だに 私の 記憶に 残って ゐる。 かう 云 ふ 

もく たらう ま 

わたし は 北 原 白 秋 氏 や 木 下 杏太郎 氏の 播 いた 種 をせ つ 

せと 拾って ゐた 鵜に 過ぎない。 それから 又 何年 か 前 

に は クリスト 教の 為に 殉 じた クリスト 教徒た ちに 或 興 

味 を 感じて ゐた。 殉教者の 心理 はわた しに は あらゆる 

狂信者の 心理の やうに 病的な 興味 を 与へ たので ある。 

わたし はやつ とこの 頃に なって 四 人の 伝記作者の わた 



したち に 伝へ た クリストと 云 ふ 人 を 愛し 出した。 クリ 

かう ろ 

スト は 今日の わたしに は 行路の 人の やうに 見る こと は 

出来ない。 それ は 或は 紅毛人た ち は 勿論、 今日の 青年 

たちに は 笑 はれる であらう。 しかし 十九 世紀の 末に 生 

まれた わたし は 彼等の もう 見る のに 飽きた、 —— 寧ろ 

倒す こと をた めら はない 十字架 に 目 を 注ぎ 出した の で 

ある。 日本に 生まれた 「わたしの クリスト」 は必 しも 

ガリ ラャの 湖 を 眺めて ゐ ない。 赤 あかと 実の つた 柿の 

木の下に 長 崎の 入江 も 見えて ゐ るので ある。 従って わ 

たし は 歴史的 事実 や 地理 的 事実 を 顧みな いで あらう。 

(それ は少 くと もジャ アナ リ スティックに は 困難 を 避 



ける 為で はない。 若し 真面目に 構へ ようと すれば、 五 

六 冊の クリスト 伝 は 容易に この 役 を はたして くれる の 

である。) それから クリストの 一 言 一 行 を 忠実に 挙げ 

てゐる 余裕 もない。 わたし は 唯 わたしの 感じた 通りに 

「わたしの クリスト」 を 記す ので ある。 厳しい 日本の 

クリスト 教徒 も 売文の 徒の 書いた クリスト だけ は 恐ら 

く は 大目に見て くれる であらう。 

2 マリア 

マリア は 唯の 女人だった。 が、 或 夜 聖霊に 感じて 



我々 は 風 や 旗の 中に も 多少の 聖霊 を 感じる であらう。 

聖霊 は 必ずしも 「聖 なる もの」 ではない。 唯 「永遠に 

超えん とする もの」 である。 ゲェテ はいつ も 聖霊に 

Daemon の 名 を 与へ てゐ た。 のみならず いつも この 

聖霊に 捉 はれない やうに 警戒して ゐた。 が、 聖霊の 子 

供た ち は —— あらゆる クリスト たち は 聖霊の 為に い つ 

か捉 はれる 危険 を 持って ゐる。 聖霊 は 悪魔 や 天使で は 

ない。 勿論、 神と も異る ものである。 我我 は 時々 善悪 



の 彼岸に 聖霊 の 歩いて ゐ るの を 見る であらう。 善悪 の 

彼岸に、 II しかし ロム プロ ゾォは 幸か不幸か 精神病 

者の 脳髄の 上に 聖霊の 歩いて ゐ るの を 発見して ゐた。 

4 ヨセフ 

クリストの 父、 大工の ヨセフ は 実は マリア 自身 だつ 

た。 彼の マリア ほど 尊 まれな いのは かう 云 ふ 事実に も 

ひいきめ ひっき やう 

とづいて ゐる。 ヨセフ はどう 貝 頭 属目に 見ても、 畢竟 

余計 ものの 第 一 人だった。 



5 エリ ザべ ッ 

マリア は エリ ザべ ッの友 だち だった。 パプ テズ マの 

ヨハネ を 生んだ もの はこの ザ カリアべ の 妻、 エリ ザべ 

けし つ ひ 

ッ である。 麦の 中に 芥子の 花の 咲いた の は畢に 偶然と 

云 ふ 外 はない。 我々 の 一生 を 支配す る 力 はや はり そこ 

にも 動いて ゐ るので ある。 

6 羊 飼 ひたち 

マリアの 聖霊に 感じて 孕んだ こと は 羊 飼 ひたち を 騒 



がせる ほど、 醜聞だった こと は 確かで ある。 クリスト 

の 母、 美しい マリア はこの 時から 人間苦の 途に 上り 出 

した。 

7 博士た ち 

東の 国の 博士た ち は クリストの 星の 現 はれた の を 見、 

にゅうかう もつ やく はこ 

黄金 や 乳香 や 没 薬 を 宝の 盒に 入れて 捧げて 行った。 

が、 彼等 は 博士た ちの 中で も 僅かに 二人 か 三人だった。 

他の 博士た ち は クリストの 星の 現 はれた ことに 気づか 

なかった。 のみならず 気づいた 博士た ちの 一人 は 高い 



台の 上に 佇みながら、 (彼 は 誰よりも 年より だった。) 

きらら かに かかった 星 を 見上げ、 はるかに クリスト を 

憐 んでゐ た。 

「又 か！」 

8 へロテ 

へ 口 デは或 大きい 機械だった。 かう 云 ふ 機械 は 暴力 

により、 多少の 手数 を 省く 為にい つも 我々 に は 必要で 

ある。 彼 は クリスト を 恐れる 為にべ ッレ ヘムの 幼な 児 

を 皆殺しに した。 勿論 クリスト 以外の クリスト も 彼等 



9 ボへ ミ ァ的 精神 

幼い クリスト は エヂ ブトへ 行ったり、 更に 又 「ガリ 

ラャ のうちに 避け、 ナザレと 云へ る邑」 に 止まったり 

して ゐる。 我々 はかう 云 ふ 幼な 児 を 佐 世 保 や 横 須賀に 

転任す る 海軍 将校の 家庭に も 見出す であらう。 クリス 

トの ボヘミア 的 精神 は 彼 自身の 性格の 前に かう 云 ふ 境 

遇に も 潜んで ゐた かも 知れない。 



荒野の 中に 住まって ゐた。 が、 彼の 住まって ゐた 荒野 

は必 しも 日の 光の ない ものではなかった。 少 くと もク 

リスト 自身の 中に あった、 薄暗い 荒野に 比べて 見れば 



n ヨハネ 

パプ テズ マの ヨハネ は ロマ ン 主義 を 理解 出来な い ク 

リストだった。 彼の 威厳 は 荒 金の やうに そこに かがや 

かに 残って ゐる。 彼の クリストに 及ばなかった の も 恐 

らく は その 事実に 存 する であらう。 クリストに 洗礼 を 



かし たくま 

授けた ヨハネ は獬の 木の やうに 逞しかった。 しかし 

みなぎ 

獄中に は ひった ヨハネ はもう 枝 や 葉に 漲 つて ゐる懈 

どうこく 

の 木の 力 を 失って ゐた。 彼の 最後の 慟哭 は クリストの 

最後の 慟哭の やうに いつも 我々 を 動かす ので ある。 I 

「クリスト はお 前だった か、 わたしだった か？」 

ヨハネの 最後 の 慟哭 は —— い や、 必 しも 慟哭ば か り 

ではない。 太い 懈の 木は枯 かかった ものの、 未だに 外 

見 だけ は 枝 を 張って ゐる。 若し この 気力 さへ なかった 

としたならば、 二十 何歳 かの クリスト は 決して 冷 かに 

かう 言はなかった であらう。 



「わたしの 現にして ゐる こと を ヨハネに 話して 聞かせ 

るが 善い。」 

^ 悪魔 

ま 

クリスト は 四十 日の 断食 をした 後、 目の あたりに 悪 

魔と 問答した。 我々 も 悪魔と 問答 をす る 為に は 何等か 

の 断食 を 必要と して ゐる。 我々 の 或 もの はこの 問答の 

中に 悪魔の 誘惑 に 負ける であらう。 又 或 もの は 誘惑 に 

負けずに 我々 自身 を 守る であらう。 しかし 我々 は 一生 

を 通じて 悪魔と 問答 をし ない こと も あるので ある。 ク 



p 最初の 弟子た ち 

クリスト は 僅かに 十一 一歳の 時に 彼の 天才 を 示して ゐ 

る。 が、 洗礼 を 受けた 後 も 誰も 弟子になる もの はな か 

つた。 村から 村 を 歩いて ゐた彼 は 定めし 寂し さ を 感じ 

たで あらう。 けれども とうとう 四 人の 弟子た ち は —— 

しかも 四 人の 漁師た ち は 彼の 左右に 従 ふこと になった。 

彼等に 対する クリストの 愛 は 彼の 一 生 を 貫いて ゐる。 

彼 は 彼等に 囲まれながら、 見る見る 鋭い 舌に 富んだ 古 

代の ジャ アナリスト になって 行った。 



u 聖霊の 子供 

クリスト は 古代の ジャ アナリスト になった。 同時に 

又 古代の ボヘミアン になった。 彼の 天才 は 飛躍 を つづ 

け、 彼の 生活 は 一時 代の 社会的 約束 を 踏みに じった。 

彼 を 理解し ない 弟子た ちの 中に 時々 ヒス テリ ィを 起し 

ながら。 —— しかし それ は 彼 自身に は 大体 歓喜に 満ち 

渡って ゐた。 クリスト は 彼の 詩の 中に どの位 情熱 を感 

じて ゐた であらう。 「山上の 教へ」 は 二十 何歳 かの 彼 

の 感激に 満ちた 産物で ある。 彼 はどう 云 ふ 前人 も 彼に 

若かない の を 感じて ゐた。 この 海の やうに 高まった 彼 



の 天才 的ジャ アナ リズ ム は 勿論 敵 を 招 い た であらう。 

が、 彼等 は クリスト を 恐れない 訣には 行かなかった。 

それ は 実に 彼等に は —— クリストよりも 人生 を 知り、 

従って 又 人生に 対する 恐怖 を 抱いて ゐる 彼等に はこの 

天才の 量 見の 呑み こめない 為に 外なら なかった。 

^ 女人 

大勢の 女人た ち は クリスト を 愛した。 就中 マ グダ 

ラの マリアな ど は、 一度 彼に 会った 為に 七つの 悪鬼に 

攻められ るの を 忘れ、 彼女の 職業 を 超越した 詩的 恋愛 



さへ 感じ 出した。 クリストの 命の 終った 後、 彼女の ま 

つ 先に 彼 を 見た の はかう 云 ふ 恋愛の 力で ある。 クリス 

トも亦 大勢の 女人た ち を、 —— 就中 マグ ダラの マリア 

を 愛した。 彼等の 詩的 恋愛 は 未だに 燕 子 花の やうに 句 

やかで ある。 クリスト は 度た び 彼女 を 見る ことに 彼の 

寂し さ を 慰めた であらう。 後代 は、 —— 或は 後代の 男 

子た ち は 彼等の 詩的 恋愛に 冷淡だった。 (尤も 芸術的 

主題 以外に は) しかし 後代の 女人た ちはいつ もこの マ 

リア を 嫉妬して ゐた。 

「なぜ クリスト 様 は 誰よりも 先にお 母さんの マリア 様 

に 再生 をお 示しに ならなかった のか しら？」 



それ は 彼女 等の 洩らして 来た、 最も 偽善 的な 歎息 だ 

つた。 

^ 奇蹟 

クリスト は 時々 奇蹟 を 行った。 が、 それ は 彼 自身に 

は 一 つの 比喩 を 作る よりも 容易だった。 彼 は その為に 

も 奇蹟に 対する 嫌悪の 情 を 抱いて ゐた。 その為に も I 

I キリストの 使命 を 感じて ゐ たの は 彼の 道を教 へる こ 

とだった。 彼の 奇蹟 を 行 ふこと は 後代に ルッソ ォの吼 

リ 立った 通り、 彼の 道を教 へる のに は 不便 を 与へ るの 



に 違 ひなかった。 しかし 彼の 「小羊た ち」 はいつ も奇 

蹟を 望んで ゐた。 クリスト も 亦 三度に 一度 はこの 願に 

従 はずに は ゐられ なかった。 彼の 人間的な、 余りに 人 

あら 

間 的な 性格 はかう 云 ふ 一 面に も 露 はれて ゐる。 が、 ク 

リスト は 奇蹟 を 行 ふ 度に 必ず 責任 を 回避 して ゐた。 

「お前の 信仰 はお 前 をき した。」 

しかし それ は 同時に 又 科学的 真理に も 違 ひなかった。 

クリスト は 又 或 時 はやむ を 得ず 奇蹟 を 行った 為に、 I 

なが わ づらひ ころも 

I 或 長 病 に 苦しんだ 女の 彼の 衣 にさ はった 為に 彼 

の 力の 脱け るの を 感じた。 彼の 奇蹟 を 行 ふこと にいつ 

も 多少 ためらつ たの はかう 云 ふ 実感に も 明らかで ある。 



クリスト は、 後代の クリスト 教徒 は 勿論、 彼の 十二 人 

の 弟子た ちよりも はるかに 鋭い 理智 主義者だった。 

n 背徳 者 

クリストの 母、 美しい マリア は クリストに は必 しも 

母ではなかった。 彼の 最も 愛した もの は 彼の 道に 従 ふ 

ものだった。 クリスト は 又 情熱に 燃え立った まま、 大 

勢の 人々 の 集った 前に 大胆に も かう 云 ふ 彼の 気 もち を 

言 ひ 放す こと さへ 憚らなかった。 マリア は 定めし 戸 

の 外に 彼の 言葉 を 聞きながら、 悄然と 立って ゐ たこと 



為に 人生 さへ 笑って 投げ 棄て てし まった。 ワイルドの 

彼に ロマン 主義者の 第一 人 を 発見した の は 当り前で あ 

る。 彼の 教 へた 所に よれば、 「ソロモンの 栄華の極み 

の 時に だに その 装 ひ」 は 風に 吹かれる 一 本の 百合の 花 

に 若かなかった。 彼の 道 は 唯 詩的に、 —— あすの 日 を 

思 ひ 煩 はずに 生活し ろと 云 ふこと に存 して ゐる。 何 

の 為に 9 それ は 勿論 ユダヤ人 たちの 天国へ は ひる 

るてん 

為に 違 ひなかった。 しかし あらゆる 天国 も 流転せ ずに 

はゐる こと は 出来ない。 石鹼の 句の する 薔薇の 花に 満 

ちた クリスト 教の 天国 はいつ か 空中に 消えて しまった。 

が、 我々 は その代りに 幾つかの 天国 を 造り 出して ゐる。 



s ジャ アナリスト 

我々 は 唯 我々 自身に 近い ものの 外 は 見る こと は 出来 

ない。 少く とも 我々 に 迫って 来る もの は 我々 自身に 近 

いもの だけで ある。 クリスト は あらゆる ジャ アナ リス 

トの やうに この 事実 を 直覚して ゐた。 花嫁、 葡萄園、 

驢馬、 工人 —— 彼の 教へは 目の あたりに ある もの を 一 

度 も 利用 せずにす ました こと はない。 「善い サ マリア 

まう，. こ う 

人」 や 「放蕩息子の 帰宅」 はかう 云 ふ 彼の 詩の 傑作で 

ある。 抽象的な 言葉ば かり 使って ゐる 後代の クリスト 



教 的ジャ アナリスト —— 牧師た ち は 一 度 もこの クリス 

ト のジャ アナ リズムの 効果 を考 へなかった ので あらう。 

彼 は 彼等に 比べれば 勿論、 後代の クリスト たちに 比べ 

て も、 決して 遜色の ある ジャ アナリスト ではない。 彼 

のジャ アナ リズム は その為に 西方の 古典と 肩 を 並べ て 

まき 

ゐる。 彼 は 実に 古い 炎に 新しい 薪 を 加へ るジャ アナ リ 

ス 卜だった。 

2 エホ ノ 

クリストの 度た び 説いた の は 勿論 天上の 神で ある。 



「我々 を 造った もの は 神で はない、 神 こそ 我々 の 造つ 

たもので ある。」 —— かう 云 ふ 唯物主義 者グ ウル モン 

の 言葉 は 我々 の 心 を 喜ばせる であらう。 それ は 我々 の 

腰に 垂れた 鎖 を截り はなす 言葉で ある。 が、 同時に 又 

我々 の 腰に 新ら しい 鎖 を 加へ る 言葉で ある。 のみなら 

ず この 新ら しい 鎖 も 古い 鎖よりも 強い かも 知れない。 

神 は 大きい 雲の 中から 細かい 神経 系統の 中に 下り 出し 

た。 しかも あらゆる 名の もとに やはり そこに 位して ゐ 

る。 クリスト は 勿論 目の あたりに 度た び この 神 を 見た 

であらう。 (神に 会はなかった クリストの 悪魔に 会つ 

たこと は考 へられない。) 彼の 神 も 亦 あらゆる 神の や 



うに 社会的 色彩の 強い ものである。 しかし 鬼に 角 我我 

と共に 生まれた 「主なる 神」 だった のに 違 ひない。 ク 

リスト はこの 神の 為に I 詩的 正義の 為に 戦 ひつ づけ 

た。 あらゆる 彼の 逆説 は そこに 源 を 発して ゐる。 後 

代の 神学 は それ 等の 逆説 を 最も 詩の 外に 解釈し ようと 

した。 それから、 —— 誰も 読んだ ことのない、 退屈な 

無数の 本 を 残した。 ヴ オル テ エル は 今日で は 滑稽な ほ 

ど 「神学」 の 神 を 殺す 為に 彼の 剣 を 揮って ゐる。 しか 

し 「主なる 神」 は 死ななかった。 同時に 又 クリスト も 

死ななかった。 神 は コンク リ イトの 壁に 苔の 生える 限 

り、 いつも 我々 の 上に 臨んで ゐる であらう。 ダンテ は 



フラン チェスカ を 地獄に 堕した。 が、 いっか この 女人 

を 炎の 中から 救って ゐた。 一度で も 悔い改め たもの は 

—— 美しい 一 瞬間 を 持った もの はいつ も 「限りなき 命」 

に 入って ゐる。 感傷主義の 神と 呼ばれ 易 いのも 恐らく 

はかう 云 ふ 事実の 為で あらう。 

^ 故郷 

「予言者 は 故郷に 入れられず。」 II それ は 或は クリ 

ストに は 第一 の 十字架だった かも 知れない。 彼 は畢に 

は 全 ユダヤ を 故郷と しなければ ならなかった。 汽車 や 



自動車 や 汽船 や 飛行機 は 今日で は あらゆる クリストに 

世界中 を 故郷に して ゐる。 勿論 又 あらゆる クリスト は 

故郷に 入れられなかった のに 違 ひない。 現に ポオ を 入 

れ たもの は アメリカ ではない フランスだった。 

^ 詩人 

クリスト は 一本の 百合の 花 を 「ソロモンの 栄華の 極 

みの 時」 よりも 更に 美しい と 感じて ゐる。 (尤も 彼の 

弟子た ちの 中に も 彼 ほど 百合の 花の 美し さに 恍惚と し 

たもの はなかった であらう。) しかし 弟子た ちと 話し 



合 ふ 時には 会話 上の 礼節 を 破っても、 野蛮な こと を 言 

はばか およ 

ふの を 憚らなかった。 —— 「凡そ 外より 人に 入る も 

のの 人 を 汚し 能 はざる 事 を 知らざる 乎。 そ は 心に 入ら 

か はや おと くら きよま 

ず、 腹に 入りて 厠に 遺す。 すな はち 食 ふ 所の もの 潔 

れ リ。」 … 

^ ラザ 口 

クリスト は ラザロの 死 を 聞いた 時、 今までに ない 涙 

を 流した。 今までに ない —— 或は 今まで 見せずに ゐた 

涙 を。 ラザロの 死から 生き返つ たの はかう 云 ふ 彼の 感 



傷 主義の 為で ある。 母の マリア を 顧なかった 彼 は なぜ 

ラザロの 姉妹た ち、 —— マルタ や マリアの 前に 涙 を 流 

したので あらう？ この 矛盾 を 理解す る もの は クリス 

卜の、 —— 或は あらゆる クリストの 天才 的 利己主義 を 

理解す る ものである。 

^ カナの 饗宴 

クリスト は 女人 を 愛した ものの、 女人と 交 はる こと 

を 顧みなかった。 それ はモ ハメットの 四 人の 女人た ち 

と 交る こと を 許した のと 同じ ことで ある。 彼等 は いづ 



れも 一時 代 を、 —— 或は 社会 を 越えられなかった。 し 

かし そこに は 何もの よりも 自由 を 愛する 彼の 心 も 動い 

てゐ たこと は 確かで ある。 後代の 超人 は 犬た ちの 中に 

仮面 を かぶる こと を 必要と した。 しかし クリスト は 仮 

いは ゆる 

面 を かぶる こと も 不自由の うちに 数へ てゐ た。 所謂 

ろへん うそ 

「炉辺の 幸福」 の譃は 勿論 彼に は 明らかだった であらう _ 

アメリカの クリスト、 —— ホ ヰット マン はや はりこの 

自由 を 選んだ 一 人で ある。 我々 は 彼の 詩の 中に 度た び 

クリスト を 感ずる であらう。 クリスト は 未だに 大笑 ひ 

をした まま、 踊り子 や 花束 や 楽器に 満ちた カナの 

き やうえん 

饗宴 を 見お ろして ゐる。 しかし 勿論 その代りに そこ 



に は 彼の 贖 はなければ ならぬ 多少の 寂し さはあった 

ことで あらう。 

S 天に 近い 山の 上の 問答 

クリスト は 高い 山の 上に 彼の 前に 生まれた クリスト 

たち —— モォゼ や エリヤと 話 をした。 それ は 悪魔と 戦 

つたの よりも 更に 意味の 深い 出来事で あらう。 彼 は そ 

の 何日 か 前に 彼の 弟子た ちに イェルザレムへ 行き、 十 

字 架に かかる こと を 予言して ゐた。 彼の モォゼ や エリ 

たたず 

ャと 会った の は 彼の 或 精神的 危機に 佇んで ゐた 証拠 



んだ 聖霊 は 彼に 平和 を 与へ ようとし ない。 「山 を 下る 

時 イエス 彼等 (ぺ テロ、 ヤコ ブ、 その 兄弟の ヨハネ) 

よ みが へ 

に 命じて 人の子の 死より 整 るまで は汝 等の 見し 事 を 

人に 告ぐ ベから ずと 言へ り。」 —— 天に 近い 山の 上に 

クリストの 彼に 先立った 「大 いなる 死者た ち」 と 話 を 

したの は 実に 彼の 日記に だけ そっと 残したい と 思 ふこ 

とだった。 

% 幼な 児の 如く 

クリストの 教 へた 逆説の 一 つ は 「我 まことに 汝 等に 



子た ち は 正直に (幼な 児 を 前にした クリストの 図の 

我々 に 不快 を 与へ るの は 後代の 偽善 的 感傷主義の 為で 

ある。) 彼の 前に 立った 幼な 児に 驚かない 訣には 行か 

なかった であらう。 

^ イェルザレムへ 

クリスト は 一 代の 予言者に なった。 同時に 又 彼 自身 

の 中の 予言者 は、 —— 或は 彼 を 生んだ 聖霊 はおの づか 

ほんろう らふ そく 

ら 彼を飜 弄し 出した。 我々 は 蠟燭の 火に 焼かれる 蛾の 

-. こ：. こ 

中に も 彼 を 感じる であらう。 蛾 は 唯 蛾の 一 匹に 生まれ 



た クリスト は 彼 自身 だ つたと 共に あらゆる イスラ ェ ル 

の 予言者た ちだった。 彼の 後に 生まれた クリストの 一 

人 は 遠い ロォ マの 道の 上に 再生した クリストに 「どこ 

へ 行く？」 と 詰られた こと を 伝へ てゐ る。 クリスト も 

亦ィ エルサレムへ 行かなかった とすれば、 やはり 誰か 

予言者た ちの 一人に 「どこへ 行く？」 と 詰られた こと 

であらう。 

S イェルザレム 

クリスト はィ エルサレムへ は ひった 後、 彼の 最後の 



戦 ひ をした。 それ は 水々 しさ を 欠いて ゐ たもの の、 何 

か 烈し さに 満ちた ものである。 彼 は 道ば たの 無花果 を 

呪った。 しかも それ は 無花果の 彼の 予期 を 裏切って 一 

い つくし 

つも 実 をつ けて ゐ ない 為だった。 あらゆる もの を 慈 

んだ彼 もこ こで は 半ば ヒステリックに 彼の 破壊力 を 揮 

つて ゐる。 

「カイゼルの もの は カイゼルに 返せ。」 

それ はもう 情熱に 燃えた 青年 クリストの 言葉で はな 

い。 彼に 復譬し 出した 人生に 対する (彼 は 勿論 人生よ 

リも 天国 を 重んじた 詩人だった。) 老成 人 クリストの 

言葉で ある。 そこに 潜んで ゐる もの は必 しも 彼の 世間 



ま、 (それ は 土埃り に まみれ 勝ちな 彼に は 珍ら しい 出 

来 事の 一 つに 違 ひなかった。) 静かに 彼等に 話しかけた。 

「この 女人 はわた し を 葬る 為に わたしに 香油 を 注いだ 

の だ。 わたし はいつ もお 前た ちと 一し よに ゐる ことの 

出来る もので はない。」 

ゲッセ マネの 橄 欖はゴ ルゴ タの 十字架よりも 悲壮で 

ある。 クリスト は 死力 を 揮 ひながら、 そこに 彼 自身と 

も、 彼 自身の 中の 聖霊と も 戦 はう とした。 ゴ ルゴ 

タの 十字架 は 彼の 上に 次第に 影 を 落さう として ゐる。 

彼 はこの 事実 を 知り 悉 して ゐた。 が、 彼の 弟子た ち は、 

—— ぺ テロ さへ 彼の 心 もち を 理解す る こと は 出来な か 



かう 云 ふュダ に対する クリストの 言葉 は 軽蔑と 憐憫 

とに 溢れて ゐる。 「人の子」 クリスト は 彼 自身の 中に 

も 或は ュダを 感じて ゐた かも 知れない。 しかし ュダは 

不幸に も クリストの アイ 口 ニイ を 理解し なかった。 

^ ピラト 

ピラト は クリストの 一 生に は 唯 偶然に 現れた もので 

ある。 彼 は畢に 代名詞に 過ぎない。 後代 も 亦 この 官吏 

に 伝説 的 色彩 を 与へ てゐ る。 しかし アナ トオル • フラ 

ンス だけ はかう 云 ふ 色彩に 欺 かれなかった。 



^ クリストよりも バラ バを 

クリストよ リもバ ラバ を それ は 今日で も 同じ こ 

とで ある。 バラ バは 叛逆 を 企てた であらう。 同時に 又 

人々 を 殺した であらう。 しかし 彼等 はおの づ から 彼の 

所業 を 理解して ゐる。 ニイ チェ は 後代の バ ラバた ち を 

街頭の 犬に 比へ たりした。 彼等 は 勿論 バ ラバの 所業に 

憎しみ や 怒り を 感じて ゐた であらう。 が、 クリストの 

所業に は、 —— 恐らく は 何も 感じなかった であらう。 

若し 何 か 感じて ゐた とすれば、 それ は 彼等の 社会的に 



感じなければ ならぬ と 思った ものである。 彼等の 精神 

たくま 

的奴隸 たち は、 II 肉体 だけ 逞しい 兵卒た ち はクリ 

いばら かんむり ほう 

ストに 荊の 冠 を か むらせ、 紫の 袍を まと はせ た 上、 

「ユダヤの 王 安 かれ」 と 叫んだり した。 クリストの 悲 

劇 はかう 言 ふ 喜劇の ただ 中に ある だけに 見 じめ である _ 

クリスト は 正に 精神的に ユダヤの 王だった のに 違 ひな 

い。 が、 天才 を 信じない 犬た ち は —— いや、 天才 を 発 

たやす 

見す る こと は 手 易い と 信じて ゐる 犬た ち は ユダヤの 王 

あざけ つかさ 

の 名の もとに 真の ユダヤの 王 を 嘲って ゐる。 「方 伯の 

あや ひとこと 

いと 奇 しとす るまでに ィ ェ ス 一 言 も 答 へ せ ざ りき。」 

じんもん 

—— クリスト は 伝記作者の 記した 通り、 彼等の 訊問 や 



嘲笑に は 何の 答へ もしなかった であらう。 のみならず 

何の 答へ をす る こと も 出来なかった こと は 確かで ある。 

し か しバ ラバ は 頭 を 挙げ て 何 ごと も 明らかに 答へ たで 

あらう。 バラ バは唯 彼の 敵に 叛逆して ゐる。 が、 クリ 

スト は 彼 自身に、 彼 自身の 中の マリアに 叛逆して 

ゐる。 それ はバ ラバの 叛逆よりも 更に 根本的な 叛逆 だ 

つた。 同時に 又 「人間的な、 余りに 人間的な」 叛逆 だ 

つた。 

^ ゴ ルゴ タ 



^ ビエタ 

クリストの 母、 年 をと つた マリア は クリストの 死骸 

の 前に 歎いて ゐる。 —— かう 云 ふ 図の Pi§ta と 呼ばれ 

るの は必 しも 感傷主義 的と 言 ふこと は 出来ない。 唯ピ 

エタ を 描かう とする 画家た ち は マリア 一 人 だけ を 描か 

なければ ならぬ。 

M クリストの 友 だち 

クリスト は 十二 人の 弟子た ち を 持って ゐた。 が、 一 



いで も 善い ことか も 知れない。 けれども 彼 は 無花果の 

下 や 象嵌 をした 杯 の 前に 時々 彼の 友 だち の クリスト 

を 思 ひ 出して ゐた ^ J とで あらう。 

^ 復活 

ルナン は クリストの 復活 を 見た の を マグダレナの マ 

リアの 想像力の 為にした。 想像力の 為に、 —— しかし 

彼女の 想像力に 飛躍 を 与へ たもの は クリスト である。 

彼女の 子供 を 失った 母 は 度た び 彼の 復活 を —— 彼の 何 

かに 生まれ 変った の を 見て ゐる。 彼 は 或は 大名に なつ 



に、 o I 

な レ 」 

ぱ うばう たたず 

我々 は 唯茫々 とした 人生の 中に 佇んで ゐる。 我々 

に 平和 を 与へ る もの は 眠りの 外に ある 訣 はない。 あら 

ゆる 自然主義者 は 外科医の やうに 残酷に この 事実 を 解 

剖して ゐる。 しかし 聖霊の 子供た ちはいつ も かう 云 ふ 

人生の 上に 何 か 美しい もの を 残して 行った。 何 か 「永 

遠に 超えよう とする もの」 を。 

^ クリストの 一 生 

勿論 クリストの 一 生 は あらゆる 天才の 一 生の やうに 



である。 彼の 誕生 を 知らせる 星 は クリストの 誕生 を 知 

まる 

ら せる 星よりも 円 まると かがやいて ゐ たこと であらう- 

しかし 我々 の ゲェテ を 愛する の は マリアの 子供だった 

為で はない。 マリアの 子供た ち は 麦 畠の 中 や 長椅子の 

上に も充ち 満ちて ゐる。 いや、 兵営 や 工場 や 監獄の 中 

にも 多い ことで あらう。 我々 の ゲェテ を 愛する の は 唯 

聖霊の 子供だった 為で ある。 我々 は 我々 の 一生の 中に 

いっか クリストと 一し よに ゐる であらう。 ゲェテ も 亦 

ひげ 

彼の 詩の 中に 度た び クリストの 髯を 抜いて ゐる。 クリ 

ストの 一 生 は 見 じめ だった。 が、 彼の 後に 生まれた 聖 

霊の 子供た ちの 一生 を 象徴して ゐた。 (ゲ ェテ さへ も 



実は この 例に 洩れない。) クリスト 教は 或は 滅びる で 

あらう。 少く とも 絶えず 変化して ゐる。 けれども クリ 

ストの 一生 はいつ も 我々 を 動かす であらう。 それ は 天 

上から 地上へ 登る 為に 無残に も 折れた 梯子で ある。 薄 

暗い 空から 叩きつ ける 土砂降りの 雨の 中に 傾いた まま。 



3 東方の 人 

ニイ チェ は 宗教 を 「衛生学」 と 呼んだ。 それ は 宗教 

ばかりで はない。 道徳 や 経済 も 「衛生学」 である。 そ 



らう。 太平の 艸 木と なること を 願った 「東方の 人」 た 

ち もこの 例に 洩れない。 クリスト は 「狐 は 穴 あり。 空 

の 鳥 は 巣 あり。 然れ ども 人の子 は 枕す る 所な し」 と 言 

つた。 彼の 言葉 は 恐らく は 彼 自身 も 意識し なかった、 

恐し い 事実 を 孕んで ゐる。 我々 は 狐 や 鳥になる 外は容 

易に 塒の 見つかる もので はない。 

(昭和 一 一年 七月 十日) 
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